

　食に関する指導は学校教育全体を通して行われますが、具体的な指導場面は各教科等に位置付けられることになります。「食に関する指導の手引き」（平成19年３月 文部科学省発行）では、教科等における「食に関する指導」と、特別活動における「食に関する指導」を有機的に結び、年間を通しての指導計画に位置付けることが示されています。
日々行われる各教科等での学習の中に、「食に関する指導」の題材は多くあります。それらの機会をとらえて、「食に関する指導」と関連する指導案を作成し、教科等の学習が実際の食生活につながるように指導します。そして、栄養教諭等がその学習を学級活動や給食の時間における食に関する指導と密接に関連付けて指導し、児童が日常の食生活で実践し、定着するよう支援することで、教科等における学習が発展するようにしていきます。
これらの学習を通して児童は、固有の学習目標を実際に達成する機会を得、自己効力感をもち、生きる力を育む一助になると考えられます。それには、各教科等の目標と「食に関する指導」の目標6項目を照合し、教科での学習を実践的に発展させる内容の「食に関する指導」を組み合わせ、授業実践していくことが期待されます。
そして、児童の理解はどの程度進んだか、日々の食生活にどのように実践しようとしているかについて評価ができるよう教材（ワークシートなど）を工夫し、学習プロセスを評価し、学習前後のアンケートなどにより教科等での学習および「食に関する指導」の授業評価を行います。それらの結果を検討し、教科等における指導と連携する「食に関する指導」の指導案を修正し、次年度に活かします。こうして、PLAN － DO － CHECK － ACTIONの一連のプロセスを踏みます。　
「食に関する指導」は、いずれの教科等においても教材等の面で結び付けることができますが、生活科、社会科、理科、体育科の保健領域、家庭科の食領域などは、「食に関する指導」と直接的なまたは、発展的な関連性をもつ学習内容を有します。各教科等の学習内容は、児童の発育発達に即した内容で構成されており、それらに準じて「食に関する指導」を連携させることで、児童の発達段階に即した「食に関する指導」を学年毎に、そして、１～６学年までの系統立てた「食に関する指導」を構成することができます。

具体的な作業として、第５学年社会科単元「食料生産を支える人々」のねらいならびにそれに沿った「食に関する指導」のねらいと食に関する指導の目標6項目の照合をした表1と、指導案例（p.10）を示します。
表１　第５学年社会科 単元「食料生産を支える人々」の学習と“食に関する指導”のねらい、教材

	単　元
	社会科のねらい
	“食に関する指導”のねらい
	教材等
	食に関する指導の目標

	農業のさかんな地域をたずねて
	12 
今井さんの心配

(1時間)
	グラフを読み取る活動から、稲作農家が抱える悩みや、日本の稲作の問題を考えることができる。
	毎日の食生活を振り返り、米を食べる回数や量が減っている現状と日本の米生産との関連に気づくことができる。
	活動シート①：
1週間の主食調べ

活動シート②：
主食調べを振り返って
	食文化

	
	13 
土とともに生きる喜び

(1時間)
	農家の人たちの喜びや米作りにかける思いを調べ、農業の魅力や米作りの大切さについて考えることができる。
	食物を大切にする気持ちを持つことができる。
	活動シート：

農家の方に
手紙を送ろう
	感謝の心

	これからの食料生産
	24 
こんなに 減って
しまうの？

（1時間）
	日本が食料の多くを外国からの輸入に頼っている問題に気付き、食料の自給を高めていくことの大切さを理解できる。
	日本は多くの食品を輸入に頼っていることを知り、自らの食生活と関連付けて、実感する。
	掲示資料：

給食メニューの写真、 料理カード

活動シート：

ふだんの料理の
自給率を知ろう
	食文化

	
	25 
安くても 便利でも

（2時間）
	自分たちの食生活を見直す中で、安全で健康に良く、環境にも優しい食料生産を進めていくことの大切さについて考えることができる。
	安全面・健康面・環境面・資源としての食料など、多様な観点から自分たちの食生活を振り返り、問題点に気付き、実際の食生活に結びついた解決策を考えることができる。
	掲示資料：
拡大した食品表示、
ハンガーマップ

配付資料：
加工食品の原材料

表示チェック表

教諭用資料：
食品表示を見るとき
のポイント

活動シート：
わたしたちにできる解決策

	食事の重要性
心身の健康
食品を選択する能力
感謝の心

食文化


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教科書：教育出版）
社会科学習指導案
単元名「こんなに減ってしまうの？」

目標　社会科：日本が食料の多くを外国からの輸入に頼っている問題に気付き、食料自給を高めて
いくことの大切さを理解することができる。

食　育：日本の食が輸入に頼っている現状を自らの食生活に関連づけて理解し、その問題点
に気付き、食生活をよくしようとする。
	
	学習活動・学習内容
	指導と評価

	
	■農産物や水産物が外国から輸入できなくなったら、わたしたちの食生活はどうなるのだろう？ 

①もし、食料を輸入できなくなったら、食事がどうなるかを予想する。

・外国から輸入できなくても大丈夫だろう。

・外国から輸入できなくなると、食べられなくなるおかずやデザートもあるだろう。

	· 給食の献立や家庭での食事から、食料が輸入できなくなったら食事がどうなるかを予想する。　　【関心・意欲・態度】

★身近な食事を例に食料を輸入できなくなった時のことを予想することができたか。

	
	· 日本は、どのくらいの食料を輸入に頼っているのだろう？ 
②資料をもとに、食料の輸入の割合について調べ、気が付いたことをまとめる。

・食料の輸入額は、年々増え続けている。　
・大豆や小麦は、ほとんど輸入に頼っている。

・お米も輸入されている。

○１週間の主食調べや、いくつかの献立例から自分たちの食生活とに食料輸入の実態について実感する。

主食
・換算表を用いて輸入が出来なくなったときに食べられる食数を計算してみる。
・主食の種類（米飯、パン、麺）別に食べる回数を挙手し交流する。
主菜・副菜・デザート等
・班（ないしは数人組）に１組の料理カードを配布し、自由に献立を組立てて、裏の自給率を見て実感する。
→私たちの食事の多くは、輸入に頼っているようだ。
	◆既習の学習内容や生活体験も想起させ、自由な発想で推測させる。

◇教科書の資料から、食料をどのくらい輸入に頼っているかを調べ、気が付いたことをノートやワークシートにまとめる。



	
	■日本の食料生産は、このまま輸入に頼っていて良いのだろうか。

③食料の輸入が増えたわけを調べ、輸入に頼り続けることの問題について話し合う。

 [食料の輸入が増えたわけ] 
・外国産の食料の方が、国内産よりも値段が安い。

（農林水産省：全国の主要都市における主要野菜の
小売価格・販売動向のデータを活用）

・冷凍技術の進歩や交通の発達で、新鮮な食料を安く運べる。

[食料を輸入に頼り続けることの問題点] 

・外国と比べて、日本の食料自給率はかなり低い。

・食料を輸入できなくなると、食料不足になるかも知れない。

→国民の食料を安定して確保する必要がある。

→食料の自給率を高めていくために自分ができることは何かを考える。

	◇食料の輸入が増えたわけや、頼り続けることの問題点について、自分の考えをノートにまとめる。　　　【思考・判断】

★自分で調べた事実をつないだり比べたりして、輸入と自分たちの食生活について自分の考えをノートにまとめることができたか。
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２．各教科等における食に関する指導


























第１時　　(１時間)








